





























































者が，帰国時に HIV 陽性と診断された1985年 3 月のことであった。この時点で血友病患者のなか
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の間に持ち込まれる病との認識をもた
らすことになった。エイズが同性愛者
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イフスタイル











1985年 4 月〜1989年 2 月の間に246名の男性同性愛者の HIV 抗体検査を行い，54名（2.04％）
の陽性者が発見された。陽性率には地域差があり，また国籍調査を加えた報告では日本人669
名中12名（1.8％），外国人117名中12名（10.3％）と外国人に高かった。日本人男性同性愛者の
生活調査として外国人との交際および anal sex を要因としたところ，HIV 抗体陽性率は（外国


























































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
在する行為
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